
 

 

和 歌 山 大 学 

第７２回 経営協議会議事録 

 

 日 時 平成２９年３月２１日（火）１４時００分～１５時５０分 

場 所 事務局棟３階共通会議室 

出席者 瀧学長 

    赤木委員、樫畑委員、柏原委員、大島委員（大島委員はテレビ会議での出

席）、帯野委員、岡村委員 

    池際、山田、呉、山口各理事 

    （松原監事、田中監事、遠藤副学長、石塚副学長、森口副学長、永井教育学

部長、足立経済学部長、伊東システム工学部長、藤田観光学部長、南方企

画課長、森中総務課長、幸田財務課長） 

欠席者 なし 

 

学長から、第６９回（１１月２４日）、第７０回（１月１１日書面審議）、第７１回（２

月８日書面審議）の議事録について、意見等の有無について確認があり、了承した。 

 

議 事 

１．平成２９年度国立大学法人和歌山大学年度計画（案）について 

 山田理事から資料１に基づき説明があり、審議の結果、了承した。 

 （主な質疑） 

 ・財政が厳しくなってくると将来的には、授業料の値上げ等もあり得るのか。 

 →将来的には、授業料の値上げということも否定はできないが、第３期中期目標

期間中は、人員の削減を目指すとともに、大学院のあり方を見直しながら、教育

力の維持を図っていきたいと考えている。 

 ・これから、研究力の強化を図っていく上で、ＵＲＡ（リサーチ・アドミニスト

レーター）の確保も重要であるが現状はどうなのか。 

 →ＵＲＡ１名以上とコーディネーター２名程度を採用する方向で検討していると

ころである。 

 

２．委員会等の規定改正について 

 学長から資料２に基づき説明があり、審議の結果、了承した。 

 

  ３．附属機関の再編統合に伴う関係規程の整備について 

   学長及び山口理事から資料３に基づき説明があり、審議の結果、了承した。 

 

 



 

 

和 歌 山 大 学 

  ４．平成２９年度学内予算（案）について 

   山口理事から資料４に基づき説明があり、審議の結果、了承した。 

   （主な質疑） 

   ・首都オフィスの予算が５００万円計上されているが、今後は効率的かつ効

果的に運用できるように工夫していく必要がある。 

   →首都オフィスについては、今後さらに有効的に活用していけるよう見直し

を行うこととしている。 

 

  ５．銀行との資金借入契約（案）について 

   山口理事から資料５に基づき説明があり、審議の結果、了承した。 

  

６．理事の退職手当に係る業績勘案率について 

 （当事者が一時退席した上で）森中総務課長から、今年度末で退職する理事

の退職手当について説明があり、審議の結果、役員の期間の業績については

１．０とすることで了承した。 

 

報 告  

・平成２９年度役付職員等について 

   学長から、資料６に基づき説明があった。 

・最後に、今年度末をもって退職する池際理事、山田理事から挨拶があった。 

 

  （主な意見） 

  ・これから少子化が進む中で、時代に沿った教育のあり方や入学定員の規模等につ

いて将来ビジョンを持って運営を行っていただきたい。 

  ・観光学研究科の博士課程や国際観光学研究センターの設置などにより国際化が進

んできているが、それらが大学全体に相乗効果を与え、大学全体の教育力や研究力

の向上につながっていくように取り組んでいっていただきたい。 

 

 

 

 

 

 


